
2014 年 9 月 19 日 

概略 9/13 以降の連日、戦場ヶ原湯川沿い歩道において、ツキノワグマの目撃が続いている。

9/15 に観察をしていた折には、対岸のミズナラの樹上でドングリを採食していたが、

湯川内部で正対した時間もあり、木道側に移動しようとしていた可能性がある。05:30
～15:30 頃まで湯川に沿い 500m 程の区間で活動していたとの事。この個体はクマ除

け鈴に対して反応を示していないように見受けられた。9/18_14 時には湯川でマスを

捕食していたとの目撃例もある。  9/15 の距離は最短で 15m 程だったが、周囲で

は観光客やハイカーが大きな歓声をあげながら写真撮影を行っていた。クマの樹木へ

の登降は想像以上に素早く、また移動は時速 40km を越えると言われる。肉眼で視認

できる範囲は安全圏とはとても言えない。目撃した場合は、刺激しないように静かに、

且つ迅速に退避すべきである。 ツキノワグマは豊かな森の象徴であり、共生できる

環境を残したいが、人との事故が発生した場合駆除の対象となる。そのためにも、ク

マと人の距離を失わせてしまう弁当などのゴミの投棄は厳に慎まねばならない。ビジ

ターセンターや自然博物館及び赤沼情報センターで事前に情報を収集し、頻出してい

る区間の利用は避けるなどの工夫も必要であろう。 
小田代原で草紅葉が見頃に入る。今はグラデーションが美しく、来週末ごろにはグラ

デーションが失われる代わりに赤の発色が鮮やかとなろう。 
9/20～28 の間、中禅寺湖畔で夕景鑑賞事業が行われる。期間中イタリア大使館別荘や

ボートハウスは開館時間を 18 時まで延長し、コンサートなども開催される。 

各所 

9/15 ツキノワグマ（戦場） 9/15 ツキノワグマ（戦場）

9/18 草紅葉(小田代原) 中禅寺湖 9 月夕景（日光自然博物館様提供）

イベント 9/20～28 奥日光・湖畔の夕景鑑賞事業（自然博） 9/28 ガイドツアー草紅葉と葦原の黄葉(小西 H)

 


